
 

 

 

 

 

 

 

５ 月 １ ８ 日（ 土 ）に 令 和 元 年 度 の 定 期 総 会 を 開 催 し 、提 出 し ま し た 議 案 に

つ い て す べ て 承 認 を 得 ま し た 。 本 年 度 も よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

 

 

 

令 和 元 年 度 新 役 員 を 紹 介 し ま す 。  
 

■ 会  長  大 森 明 輝 ( 豊 田 )  

■ 副 会 長  伊 与 田 泰 司 ( 大 屋 敷 )  

■ 会  計  加 藤 憲 司 ( 秋 田 )  

■ 理  事  （ 秋  田 ）  野 﨑 昌 彦  鷲 見 時 生  佐 竹 一 昇  鈴 木 公 樹   

（ 豊   田 ）  社 本 一 裕  江 口 勇 雄  社 本 元 治  松 岡 兵 一  

（ 大 屋 敷 ）  岩 佐 栄 興  遠 藤 匡 彦  野 田 賢 治  野 下 紀 美 子  

■ 監  事  米 倉  司 ( 秋 田 )  社 本 收 司 ( 豊 田 )  野 田 和 義 ( 大 屋 敷 )  

 

 

 

 

『 青 色 防 犯 パ ト ロ ー ル 車 』と し て 、自 家 用 車 を ご 提 供 い た だ き 、南 地 域 の パ

ト ロ ー ル 活 動 に 多 大 な ご 協 力 を い た だ い て い る ４ 名 の 方 （ 安 藤 汀 さ ん 、 社

本 收 司 さ ん 、 宮 地 幸 男 さ ん 、 宮 地 弘 信 さ ん ） に 感 謝 状 を 贈 呈 し ま し た 。  

 

 

 

 

南地域まちづくり かわら版  

第 ７ ２ 号  

令 和 元 年 度 スローガン ～子 どもにやさしい地 域 づくり～  

 青 色 防 犯 パトロール車 両 ご提 供 者 の皆 さんに感 謝 状 贈 呈  

▲安 藤 汀 さ ん  ▲社 本 收 司 さ ん  



 

 

南 地 域 の た か ら も の vo2 .1  ～ 豊 田 学 共 ＝学 校 ？～  

 

 八 釼 社 か ら 道 路 を 挟 ん で 東 側 の 豊 田 学 共

に は 、 明 治 時 代 に 学 校 が あ り ま し た 。  

明 治 ９ 年 （ １ ８ ７ ６ ）、 こ の 地 に 「 豊 田 学

校 」 が 創 立 し ま す 。  

そ し て 、明 治 ２ ２ 年（ １ ８ ８ ９ ）に 秋 田 村 、

豊 田 村 、大 屋 敷 村 が 合 併 し 、太 田 村 が で き ま

し た 。 そ の 際 に 「 太 田 尋 常 小 学 校 」 が 誕 生 し

ま す が 、校 舎 は ３ か 所 に 分 か れ た ま ま で し た 。

そ の 後 、 明 治 ２ ４ 年 （ １ ８ ９ １ ） の 濃 尾 地 震

に よ り 校 舎 が 倒 壊 し て し ま い ま す 。  

そ こ で 、「 豊 田 学 校 」 の あ る 場 所 に 校 舎 を

新 築 し 、旧 ３ 村 の 児 童 は １ つ の 校 舎 で 学 ぶ こ

と に な り ま し た 。  

現 在 の 大 口 南 小 学 校 が あ る 場 所 に 校 舎 を 新 築 し た 明 治 ３ ６ 年 （ １ ９

０ ３ ） ま で と い う 短 い 期 間 で す が 、 当 時 の 南 地 域 の 子 ど も た ち は 、 こ

こ で 学 ん で い ま し た 。  

 

 

 

 

青 色 防 犯 パ ト ロ ー ル 全 体 会 を 開 催 し ま す 。  

 

日 頃 の パ ト ロ ー ル で 気 を 付 け て い る こ と 等 、 他 の 地 区 の パ ト ロ ー ル

の 取 り 組 み に つ い て 意 見 交 換 で き る 場 で す 。 是 非 、 青 色 防 犯 パ ト ロ ー

ル に ご 協 力 い た だ い て い ま す 地 域 の 皆 様 の ご 参 加 を お 願 い し ま す 。  

 

開 催 日  6 月 2 3 日 （ 日 ）  

    午 前 9 時 3 0 分 か ら  

場 所   健 康 文 化 セ ン タ ー 4 階  ほ ほ え み ホ ー ル  

内 容   江 南 警 察 署 職 員 に よ る 講 座  

    意 見 交 換 会  
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